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[image: image4.emf]（借方） 減価償却費 20万円 （貸方）減価償却累計額 20万円

当期の費用になるよ

機械取得額 100万円

減価償却累計額 20万円

機械帳簿額 80万円

１年目

機械取得額 100万円

減価償却累計額 40万円

機械帳簿額 60万円

２年目

・

・

・

取得額から減価償却

累計額を引いた金額

が、資産の金額とし

て表示されるよ

２年目は減価償却累

計額が20万円追加さ

れるの

資産のマイナスの科目だよ

[image: image5.jpg]


[image: image6.wmf]
[image: image7.wmf]
[image: image8.wmf]
[image: image9.emf]（借方） 減価償却費 20万円 （貸方）減価償却累計額 20万円
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貸子　前回は複式簿記について説明したけど、覚えているかな。そうそう、前回の最後には体調が良くなかったようだけど、今回は大丈夫？とりあえず胃薬と頭痛薬は持ってきたわよ。では、発生主義会計の説明を始めるけど、ここで問題です。現在の行政と民間企業で、どちらが複式簿記で、もう一方は複式簿記に対して何だったでしょうか？
借男　民間企業が複式簿記で、行政はえっと、単式簿記だ！

貸子　正解。ちゃんと覚えているじゃん。続いて、今回説明する発生主義会計はどっちで、もう一方は何でしょうか？

借男　発生主義会計は民間企業だったよね。行政は何とか主義会計。え～っと、そうだ、現金主義会計だ。
貸子　そうよ。よく覚えていたね。それぞれの会計を簡単に説明すると、現金主義会計が現金の収支だけを記録するのに対して、発生主義会計では現金の収入や支出に関わらず、「収益」や「費用」の事実が発生した時点で、会計処理を行うということになるのよ。要するに、「発生主義会計」とは、「収益」や「費用」を、その発生した期間に正しく割り当てて計上するということ。
借男　「発生主義会計」の意味は何となく分かったけど、何で民間企業って、「発生主義会計」を導入しているの？
貸子　民間企業は行政と違って、一年間にどれだけ儲けた、どれだけ損したかを計算することが重要になるの。
借男　行政も儲ける時代って言っているよね、我らが知事も・・・

貸子　そうだったね。例えば、あるメーカーが、事業を拡大するために工場を新たに建てた場合、その工場って何年も使える建物なので、建築した年度に建設費用を全部計上するのではなくて、使える期間に渡って「費用」に計上する必要があるのよ。
[image: image11.wmf]借男　その「費用」に計上というのはどういうこと？
貸子　そうね。建物だと説明しづらいので、例えばさっき工場建て
たそのメーカーが、製品を製造する機械を購入するとして、その条
件は次のとおりとするね。

・製造機械を導入するのに掛かる金額は100万円
・製造機械は５年間使用可能

・製造機械を導入することで毎年30万円の売上がある。
借男　えっと、５年間で毎年30万円の売上が出るということは合計で売上は150万円。機械の購入が100万円だから50万円の得になるんだ。だから、この機械を導入しようということになるよね。

貸子　そういうこと。それで、このケースの会計処理を、現金主義会計でやると、まず１年目に機械の購入費100万円を全部支出に計上。２年目以降は支出なしで、売上である収入は毎年30万円を計上。ということで、１年目の収支は70万円も大赤字で、２年目から５年目までは毎年30万円の黒字になるの。一方で、発生主義会計でやってみると、機械購入費の100万円は、５年間使用できるので、１年間の負担額である費用は20万円、売上である収益は毎年30万円あるのだから、この差額の10万円が、毎年の利益となって入ってくることになる。これを表にしたのがこれ！ 
[image: image12.emf]（借方）

 

貸倒引当金繰入額

 

20万円 （貸方）貸倒引当金 20万円

当期の費用になるよ

貸付金 100万円

貸倒引当金 20万円

差 額 80万円

差額は、貸付金の実質

的な価値を示します。

資産のマイナスの科目だよ
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借男　へ～、現金主義会計だと1年目にいきなり70万円の赤字になって、その後は４年間30万円ずつ黒字になるけど、発生主義会計では毎年10万円の黒字か。この表から毎年の業績を見ると、発生主義会計の方がいいかも。だって、現金主義会計だと、２年目以降、何の支出もなく、収入だけあるって、何か変な感じがする。その点、発生主義会計だと、１年目から毎年20万円の費用に対して、30万円の収益があって、10万円の利益を得ることができるっていう方が、自然だと思うな。
貸子　そうよね。５年間の利益が同じ50万円でも、現金主義会計と発生主義会計だと、全然違うでしょう。そこがこの2つの会計の大きな違いなの。ところで、「減価償却」って聞いたことはない？
借男　「減価償却」って、聞いたことあるよ。でも、詳しい内容は知らないので教えて。

貸子　減価償却というのは、複数年使える建物や機械などの固定資産を、使える年数に渡って費用として計上する仕組みのことなのよ。


借男　そういえば、減価償却って、さっきの機械の例で出てきた費用のことじゃないの？使用することでその機械の価値が下がっていくよね。それと同じような気がするんだけど。

貸子　そのとおり。他にも物の価値が下がるものとしては自動車。何年も乗っていると、価値が下がっていくでしょう。これも減価償却のひとつなの。とりあえず、先程の100万円の機械に対して20万円の減価償却費を計上するときの仕訳はこうなるの。

借男　減価償却費は費用だったから、費用が増えて借方の左側。あれ、右側の貸方の「減価償却累計額」って何？急に出てきたけど・・・
貸子　減価償却費というのは、当該年度に費用として発生した金額。減価償却累計額っていうのは、その名のとおり減価償却費が積みあがったもの。例えば初年度は１年分の減価償却費分の20万円で、次年度は2年分の減価償却費が累計されて40万円になるよ。図で示すとこんな感じ。


借男　なるほど、もともとの機械を購入したときの金額である資産の金額があって、そこから減価償却累計額を引いた金額が資産の帳簿額になるんだね。
貸子　そのとおり。減価償却というのは、これで分かってくれたかな。
借男　分かりました。
貸子　では、減価償却とは別にもう一つ、発生主義会計を説明する上で重要な項目として、「引当金」というのがあるのね。こちらも説明するね。
借男　よろしくお願いします。

貸子　引当金というのは、将来的に発生が見込まれる費用を、あらかじめ積上げておくもの。
借男　えっ、「あらかじめ積上げておく」ってどういうこと。

貸子　まず、勘定科目に貸倒引当金というのがあって、これは貸付金などについて、将来的に貸倒れ、つまり、回収できなくなるリスクを金額として引き当てておくものなの。
ただし、あくまで費用として事前に引き当てておくだけのことなので、実際に現金を積み立てるわけではないから注意してね。
　例えば、100万円を別のある会社に貸し付けました。その際に、回収できないリスクを計算したら20％分ありましたと。この場合だと、100万円の20％なので20万円を貸倒引当金として計上するの。このときの仕訳なんだけど、貸倒引当金は「資産」の勘定科目で、貸付金という「資産」の価値を下げるもの、つまり資産がマイナスになるので、右側の貸方に計上。左側の借方には、実際に現金を積み立てないので、「貸倒引当金繰入額」という「費用」の勘定科目で計上するの。図で示すとこう。


借男　段々と難しくなってきた。覚えられるか心配だな。説明の中で、「回収できないリスク」ってあったけど、今の場合、計算すると20％だったというのは、どのように計算するのか、もう少し詳しく教えてください。
貸子　貸付金などの債権ごとに判断して、過去の同じような債権の回収率とか、相手側の財政状態などを見込んで計算しているわ。

借男　処理としては面倒そうだね。ところで引当金って他にも何かあるの？
貸子　大きなところでは退職給付引当金というのがあるわ。職員が退職するときに、まとまった額の退職金が支払われるのだけど、支払われる時だけ費用として計上するのではなくて、勤続年数に渡って引当金という形で費用を計上するのよ。例えば、40年間働いた人が退職時に2,000万円の退職金をもらえるとしたら、2,000万円を40年掛けて少しずつ費用として計上して、「退職給付引当金」という負債に積み上げていくという感じ。さっき示した貸倒引当金のときの仕訳と、基本的な考え方は同じよ。
また、他にもボーナスに対する「賞与引当金」や、大きな修繕のための「大規模修繕引当金」。家電量販店とかで最近良く聞くポイントサービスをやっているところでは「ポイント引当金」なんかもあるわよ。

借男　一時期の負担とするのではなく、毎年度に費用を配分するわけだね。じゃあ、引当金の前に説明してもらった減価償却と同じじゃないの？
貸子　そのとおりよ。算定方法とかの違いはあるけれど、年度ごとに費用として計上し、収益と対応させるという考え方は同じなの。

借男　なるほど。ということは、ぼくが毎月の給料を使い切って貯金がぜんぜんたまらないのも、毎月の収益と費用とをきっちり対応させた、まさに発生主義会計なんだね。
貸子　いや、それぜんぜん違うんだけど。こんなことで大丈夫かな？先が思いやられる・・・

　　　　　大阪府会計局新公会計制度グループ
電 話：06－6944－6460
F A X：06－6944－6733
　＊＊＊　次回は、平成２２年９月３日（金）予定です　＊＊＊






前回の「複式簿記とは」に続いて、今回は発生主義会計についてです。借男（かりお）、貸子（かしこ）の２人に大いに語ってもらいますが、ここで、２人のプロフィールを紹介しておきます。














ここがポイント④


減価償却とは、複数年度使う固定資産について、資産の取得額を利用できる年数に渡って費用配分するというものです。





借男・貸子プロフィール


左前 借男（ひだりまえ かりお）


　採用3年目。今年から部総務課の予算グループ配属。熱意はあるが少しから回りぎみ


右野 貸子（みぎの かしこ）


　採用3年目。今年から複式簿記・発生主義会計導入の担当に。早くも次の異動先を物色中





ここがポイント⑤


引当金とは、将来発生が見込まれる費用について、当期に属する分をあらかじめ当期の費用として計上するというものです。





複式簿記講座


第３回　発生主義会計とは





借男・貸子の





会計局新公会計制度Ｇ
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